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0. 概要説明 

   a．はじめに：こどもの権利と意見聴取の重要性 

 

  「こども基本法」は、「子どもの権利条約」に基づき、こども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進

していくための包括的な基本法として、令和5年4月に日本で施行されました。 

 ベースとなる「子どもの権利条約」は、国連総会にて、平成元年に採択された国際条例です。18歳未

満のこどもを権利を持つ主体と位置づけ、生きる権利、育つ権利、守られる権利、参加する権利という4

つの基本的な権利を定めています。 

「こども基本法」では、当事者であるこどもの意見を反映するために必要な措置を講じることが、国及び

地方公共団体の義務とされました。 

 このように、こどもの意見を聴取し、政策に反映していく取り組みは、こどもの状況やニーズを的確に

把握し、実効性のあるこども政策を推進する上で重要性を増しています。こども自身の意見が尊重さ

れ、社会に影響を与えたり、変化をもたらしたりする経験を通して、こどもの自己肯定感や自己有用

感、社会参加への意欲を高める効果も期待されています。 

  

  b．ヒアリングにおける留意点：こどもの権利の尊重と安全配慮 

こどもの意見を聴取する際には、以下の点に特に留意する必要があります。 

 

       こどもの成長・発達段階に応じたファシリテート：年齢や発達段階に応じた分かりやすい言葉遣

い、質問方法、場の雰囲気づくりを行う。 

       意見を言いやすい環境づくり： 安心して話せる雰囲気、プライバシーへの配慮、意見を否定しな

い姿勢などが重要。 

       悩みや困りごとを聴く場合の安全配慮： 虐待やいじめの兆候が見られた場合は、適切な対応フロ

ーに従い、関係機関と連携する。 

 

  c．具体的な実践手法の紹介： 

   ◆事前準備 

 

こどもへのヒアリングに関する実践的なアドバイス 

資料３－４ 
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①実施場所： 

こどもたちがリラックスして話せるよう、普段過ごしている場所に可能な限り近い環境で行います。 屋

外に机や椅子を置いて実施したり、屋内で床にそのまま模造紙を置いて実施することもあります。 最

終的なセッティングは、事前に職員と相談しつつも、当日現地の様子を見て臨機応変に対応します。 

②同意： 

こどもの権利を尊重し、保護者への同意書取得は不要とします。 匿名性を担保し、参加申込書も不要

とします。 

②道具： 

● 筆記用具、付箋、模造紙: こどもの意見を書き留めたり、可視化する際に使用します。 付箋

は、視覚過敏のこどもも安心して参加できるよう、パステルカラーのものを用意します。 ペン

は、遠くからでも書いた内容が共有しやすいよう、太いものを用意します。 

● ネームホルダー: こどもと大人の名札として使用します。 あだ名など親しみやすい名前を好き

な色のペンで記入します。 ネームホルダーは、ジェンダーイメージと結びつきにくい黒を選びま

す。 養生テープに名前を書いて身体に貼っても良いです。 

③服装： 

こどもたちが緊張しないように、フォーマルな服装は避けます。 過度にラフな服装や派手な服装も避け

ます。 場所に応じて、より馴染みがよいと思われる服装を選びます。 例えば、プレーパークでのヒアリ

ングの場合、ワンピースよりもジーンズの方が、こどもにとっては違和感が少ないでしょう。 また、こども

と目線を合わせるために、一緒に地面に座る、などということも可能になる服装も考慮します。 

④到着時の姿勢： 

ヒアリング開始1時間前には現地に到着し、可能な限り職員やこどもたちとコミュニケーションを取り、ヒ

アリング実施前から関係性の構築に努めます。 その際、声の大きさやトーンに注意し、こどもが安心で

きるよう、明るくも落ち着いた姿勢を心掛けます。 

⑤呼び方： 

親しみを持ってもらえるように、こども自身が呼ばれたい名前で呼びます。 ファシリテーター自身もあだ

名など、親しみやすい呼び名を用意します。 ヒアリング開始時には名札を作り、お互いに呼び合えるよ

うにします。姓か名に「さん」を付けて呼ぶようにします。 

⑥ヒアリング中： 
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肯定的な雰囲気をつくり、こどもの意見を否定したり、否定的な立場の意見を代弁して伝えたりしませ

ん。 こどもが他の参加者の発言を否定したり、脈絡のないことをしたり、立ち歩いたりしても、過度に反

応しません(こどもが安心できていない場合、そうした行動をとることがあるため、安心を求める行為とし

て受け止めます)。  

 ただし、特定のこどもに対する否定・批判のような、相手の権利を侵害する言動が見られた場合は、

「これからどのようにすればよいか」「何に対しての意見をほしいのか」をこどもに伝えるようにする。 

ヒアリング中のこどもの意見は付箋を使って掲示します。 声が文字になることで、自分の声が聴かれ

ているという感覚が生まれます。 また、書いてある付箋を見ながら伝えたいことがさらに出てくることも

あります。 

⑦こどもの意見の可視化： 

付箋などを活用し、こどもたちの発言を文字として可視化します。 

 

  ◇当日の流れ 

 

   実施体制： ファシリテーター1名と補助者2-3名体制（こども・若者４～６人に対してファシリテーターま

たは補助者１名）とする。 

   時間配分： オープニング (5分)、アイスブレイク (5-15分)、意見交換 (15-30分)、意見発表（10-30

分）、クロージング (5-10分) を目安とする。 

   オープニング： ヒアリングの目的、進め方、こどもの権利と倫理的配慮について説明する。 

   アイスブレイク： こどもたちの緊張を解くため、自己紹介などを中心に行う。  

   

   ヒアリング形式： ワークショップ形式(※巻末図参照)を基本とし、必要に応じてインタビュー形式も採

用する。 

   こどもの人数：1グループ 6 名以内を原則とする。 

   座席配置：こどもの関係性を考慮し、仲の良い生徒が固まりすぎないよう配慮する。（意見出しの偏

りを防ぐため） 

    緊急時の対応フロー： 虐待やいじめの兆候が見られた場合は、事前に定めたフローに従い、関係

機関と連携して対応する。(※巻末図参照)[1] 

 

   ◇実施後 

 

   学校へのアフターフォロー：ヒアリングへの協力に対する謝意、問題発生の有無、フィードバックに関

する連絡などを行う。 
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   意見反映：ヒアリングで得られた意見は、北海道庁などの政策に反映させてできるか検討し、フィード

バックを行う。 

 

 

 

 1. ファシリテーターの役割と責任 

概要： 

 ファシリテーターは、こどもたちが安心して自由に意見を言える環境を作り出すだけでなく、こどもの

権利を守りながら円滑な意見交換を進める重要な役割と責任を担っています。こどもたちが自分たち

の意見を尊重され、真剣に受け止められていると感じられるようにすることが重要です。 

 

詳細： 

● 年齢に応じた資料と質問： 小学校低学年向けには、ひらがなで書かれた資料やイラストを多

用し、こどもたちにとって親しみやすい雰囲気を作ります。一方、中高生向けには、社会問題な

どをテーマにした議論なども取り入れることで、こどもたちの思考を深めます。 

● こども主体の進行： 小学校低学年では、ファシリテーターが話題を提供し、こどもたちが自由に

発言する形式が効果的です。一方、中高生では、こどもたち自身が議論をリードしていく場面も

設けることで、主体性を育みます。 

● 傾聴と共感： こどもたちの意見を最後まで丁寧に聴き、否定的な発言や誘導的な質問は避け

ます。こどもたちの気持ちを理解しようと努め、「うんうん」「そうだよね」といった相づちを打つこ

とで、安心して話せる雰囲気を作ります。また、沈黙を恐れず、こどもたちが話すまで待つこと

も重要です 

 

  a.ファシリテーターの責任：こどもの権利と安全を守る 

● 心理的安全性の確保： こどもたちが安心して話せるよう、プライバシーが守られるよう配慮し、

否定的な意見を表明しても大丈夫だという安心感を与えることが重要です。 

● 倫理的な配慮： こどもたちの年齢や発達段階に合わせた説明を行い、理解しやすい言葉を使

うよう心がけます。また、特定の困難な状況にあるこどもに対しては、偏見や先入観を持たず

に、個別の状況に合わせた配慮が求められます。 

● 緊急時の対応： 虐待やいじめの可能性が疑われる場合、速やかに関係機関に連絡し、適切な

対応をとる必要があります。緊急時の対応フロー(※巻末図参照)[2]を事前に作成しておくな

ど、万が一の事態に備えておくことが重要です。 
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 2. ヒアリングの手法と事前準備 

a.事前準備 

○ 実施時期・施設・参加者の決定： 施設は日頃からこどもたちが利用している場所を選

びます。 参加者については、職員から普段よく利用しているこどもたちに声をかけても

らい、当日参加者を確定します。 

○ こどもの自由意志を尊重： ヒアリングへの参加は強制せず、当日参加できない場合で

も、こどもの意思を尊重します。 

○ 物品の準備： こどもたちが使いやすい文房具などを用意します。 

○ 話しやすい雰囲気作り： 会場設営や服装、声のトーンなどに気を配り、こどもたちが安

心して話せる環境を作ります。 

b.当日 

 

○ アイスブレイク： 緊張をほぐすために、自己紹介を兼ねたゲームやクイズなどを行いま

す。 

○ ヒアリングの目的・約束事の説明：こどもたちの意見がどのように活用されるかを分か

りやすく説明します。 また、ヒアリングにおける約束事（「誰が何を話したか、誰にも分

からないようにします」「すべて大切な意見だから、どんなことでも話してもいいし、言っ

たことを後から取り消しもできます」「みんなの声は、必ず北海道庁の人（政治家の人）

に届けます」）をグラウンドルール資料を元に「約束カード」(※巻末図参照)[3]で提示し

ます。 

 3. セーフガーディング 

概要： 

こどもたちの安全を確保することは最優先事項です。ヒアリングの過程で、こどもたちが不適切な言動

によって傷つけられないようにするための配慮が必要です。 

 

詳細： 

 a.ヒアリングにおけるこどもの安全配慮について 

 セーフガーディングとは、「こどもへのヒアリングを行う際に、こどもの権利を侵害する可能性を認識

し、それを防ぐための対策を講じること」です。 具体的には、こどもにも理解しやすい言葉で説明するこ

とや、こどもの年齢や発達段階に合わせた配慮をすることなどが挙げられます。 
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例えば、ヒアリングへの参加にあたり、その目的や内容、時間、結果の取り扱いなどを丁寧に説明し、

こども自身から同意を得ることが大切です。 また、回答は後からでも撤回できることを事前に伝えるこ

とも重要です。 

また、ヒアリング中にこどもが虐待やいじめを受けているといった深刻な問題を打ち明けた場合には、

速やかに事実関係を確認し、関係機関と連携して対応する必要があります。 この際、こどもの意思を

尊重しながら、適切なサポートを提供することが重要です。 

 4．さいごに。 

 

こどもは権利の主体です。 

こどもの意見を聴き、社会に反映していくことは、大人の重要な責任です。 

本マニュアルの内容を参考に、こどもたちが安心して自由に意見を表明できるよう、適切な環境と方法

でヒアリングを実施してください。  
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参考サイト 

東京都：こどもへのヒアリングを通じた意見聴取に関する実践事例集 

東京都こども基本条例 ハンドブック 

こども基本法（北海道）のまとめページ 

こども若者★いけんぷらす 

山梨県こども若者いけんぷらす 

こどもまんなかアクション 

こども基本法とは？こども 向けパンフレット 

こども基本法プロジェクト 

  

https://www.spt.metro.tokyo.lg.jp/kodomoseisaku/book/practical_examples/book.pdf
https://www.kodomoseisaku.metro.tokyo.lg.jp/kodomo-kihonjyourei/handbook
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kms/kodomokihonhou/
https://www.cfa.go.jp/policies/iken-plus/
https://www.pref.yamanashi.jp/kosodate/kodomoiken01.html
https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-mannaka
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/40f97dfb-ff13-4434-9ffc-3f4af6ab31d5/2bdb80fa/20230401policies-kodomokihon-01.pdf
https://kodomokihonhou.jp/about/


240625「北海道こどもの意見反映推進事業」実施委託業務 

ファシリテーションマニュアル 

8 

イメージ画像 

ワークショップ形式

 

 

グラウンドルール資料を元にした「約束カード」の一例[4] 

 
 

 
 



240625「北海道こどもの意見反映推進事業」実施委託業務 

ファシリテーションマニュアル 

9 

当日用意する道具の一例 

[5] 
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緊急時の対応フロー 

 

参考：子供へのヒアリングを通じた意見聴取に関する実践事例集より 

   （令和6年3月 東京都子供政策連携室） 

 
連絡先：北海道の場合 

事務局：「北海道こどもの意見反映推進事業」実施委託業務受託コンソーシアム （北海道新聞社）[6] 

北海道保健福祉部子ども政策局 

北海道内の児童相談所一覧 

北海道警察 少年相談 

北海道警察 警察相談ダイヤル＃9110 （ストーカー、家庭内暴力など） 

北海道警察 性犯罪被害110番＃8103ハートさん （レイプなどのわいせつ被害・痴漢で悩んでいる方） 

北海道教育委員会 

北海道弁護士会連合会 

 

以上。 

https://docs.google.com/document/d/1cAqkOJuQ1vvnxHibbBEpXaa-Nx5MlScy/edit?usp=sharing&ouid=101274460115827248033&rtpof=true&sd=true
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kms/index.html
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cuj/73179.html
https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/info/seian/syounen/s_center/syonen_sodan.html
https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/consult/soudan/soudan.html
https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/consult/sei110/sei110.html
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/site-info/contact.html
https://www.dobenren.org/

